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技術の概要 ラクニカンジョイント（ステップ型）は、従来の第 16002 号 ラクニカン

ジョイント（ステップ型）をベースに、経済性および施工性を考慮して構

造細部の見直しおよび継手寸法・種類の集約を行った鋼管杭・鋼管矢

板の機械式継手である。 

 図-1 にラクニカンジョイント（ステップ型）の構成および各部の名称

を、写真-1にラクニカンジョイント（ステップ型）の施工状況を示す。これ

までに港湾関係の工事を含めて、工事件数では 42件、数量では 4,691

セットの実績がある。 

 適用杭工法は、従来と同様、打撃工法・振動工法、埋め込み杭工

法、回転圧入杭工法および圧入工法であり、同継手を溶接継手に代

えて使用することにより、作業負荷の軽減および施工時間の短縮を図

ると共に安定した品質を確保できる。 

評価の結果 ラクニカンジョイント（ステップ型）は、鋼管杭・鋼管矢板の機械式継手

として、以下の 3 項目が確認された。 

（１） ラクニカンジョイント（ステップ型）は、適用する鋼管の外径お

よび板厚が同一の従来ステップ型に比べて継手部質量が

軽量化されていることが確認された。 

（２） ラクニカンジョイント（ステップ型）付き鋼管の引張・圧縮・曲

げ・せん断耐力および変形性能は、継手がない鋼管と同等

以上であることが確認された。 

（３） 接合作業に特殊な治具が不要で、溶接接合に比べ接合時

間が短縮でき、かつ鋼管杭・鋼管矢板の施工時に必要な施

工性が確保されることが確認された。 

   

 
 
 
 
 



 

図 1 ラクニカンジョイント（ステップ型） 

の構成および各部の名称 

 

写真 1 ラクニカンジョイント 

（ステップ型）の施工状況 

 


